
1.研究の背景と目的
　触覚教材注1）において、立体的に表現されている
形状（実物や模型など）は、平面的に表現されてい
る形状（点図や立体コピーなど）よりも触覚的に
認知しやすく、具体的なイメージを持つことができ
る。そのため、立体物は触覚教材として有用性が高
いと言われている。しかし、視覚障害教育の現場で
は、平面的な触覚教材が主として利用されている現
状がある。１) この理由として、コストや技術面など
で製作が困難であることの他に、形態的要素（大き
さや形状など）における触覚的な認知の特性や機能
に関わる研究が十分に行われていないことが挙げら
れる。
　触覚を通して物体を認知し、同定するためには、
対象物の触覚刺激の一時記憶（以下、触覚記憶）と比
較対象物の触覚刺激との照合が必要である。物体の
認知に必要な機能である触覚記憶の特性を明らかに
することは、触覚教材の開発の一助になると考えた。
　本研究は、触覚記憶に関する基礎的な研究として、
立体物の形態的要素の違いにおける記憶のしやすさ
を明らかにすることを目的とする。
2.実験計画
2.1実験概要　被験者を机に向かって着席させ、視
覚的な情報を遮るためにアイマスクを装着させて実
験を行った。実験環境と実験の様子をそれぞれ図1、
2に示す。実験に使用した物体の形状は、正四面体、
正八面体、正二十面体の 3種類を用いた。重さによ
る影響を考慮して物体を紙で制作し、外接円の直径
40mmから 90mmまで 5mm刻みの大きさのもの
を11個用意した（表1）。これらの物体は、測定資料 2)

内の手長の平均値 178mmの手が、片手または両手
で全体を包み込むことができる大きさである。
2.2手寸法の計測　被験者は、健常な学生24名（男
性14名、女性10名、平均年齢21歳）とした。各
被験者の手の寸法を標準化された人体寸法計測項目3）

に基づいて手長、手掌長、手幅の各部（図 3）を計
測した。計測結果を表 2に示す。24 名の被験者よ
り得られた各寸法の平均値は、測定資料内の平均値
とほぼ一致した。
2.3実験の流れ　被験者には１つの対象物を渡し、
右手、左手、両手の順にそれぞれ 15 秒間ずつ、手
指で触って大きさを記憶させた。その後、枠内に入
れた 11 個の物体の中から同じ大きさの物体を選ば

せ、対象物との誤答差を計測した。この課題を正四
面体、正八面体、正二十面体の 3種類の形状につ
いて、小（50mm）、中（65mm）、大（80mm）の
大きさごとにそれぞれ 3回ずつ行った。形状、大
きさ共に課題を行う順番はランダムとした。また、
各形状の課題終了後に主観評価を行った。被験者に
は、事前に実験方法を十分に理解させてから本試行
に移った。
3.結果と考察
3.1計測結果　図 4に示すように記憶した対象物と
選択した物体との誤答差を点数付けした。この点数
が大きい程、誤答していることとする。誤答点数
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を大きさごとにまとめた結果と、形状ごとにまとめ
た結果をそれぞれ図 5、6に示す。これらの結果に
ついて、多重比較による有意差の検定を行った。大
きさごとの誤答点数においては、いずれの大きさに
ついても類似した結果となり、有意差は認められな
かった。形状ごとの誤答点数においては、正八面体
が最も高く、正八面体と正四面体、正二十面体の間
には有意差が認められ、正八面体は他の２つの形状
よりも記憶することが難しいとわかった。
3.2主観評価　主観評価の評価項目を表 3、それぞ
れの結果を図 7、表 4 ～ 6 に示す。対象物を記憶
する際に手がかりにしていた要素（図 7）から、正
二十面体は全員が手の包み具合を手がかりにしてお
り、正四面体との間で有意差が認められた。正四面
体でも半数以上が手の包み具合を手がかりにしてい
るが、頂点や辺を手がかりにしている被験者も多く、
それぞれ正二十面体との間で有意差が認められた。
　以上より、正二十面体については手の包み具合、
つまり物体の面と手との接触具合を有効な手がかり
として記憶していることがわかった。正四面体につ
いては、構成されている面の数が少ないため、手に
包み込むだけでなく頂点の位置や刺激の強さ、辺の
長さなども有効な手がかりとして記憶していること
がわかった。正八面体においてはどの要素も正四面
体と正二十面体の結果の中間に位置し、他の形状と
の間には有意差は認められなかった。
　難易度（Q2）の結果においても、正八面体が最
も低評価であった。達成度（Q3）に関しては、正
二十面体が最も高評価となった。感情度（Q4）に
関してはどの形状も高評価であり、触覚記憶を用い
たこの課題に楽しさがあることが示された。（表 4）
　記憶しやすい大きさを順位付けさせた結果（表
5）、全ての形状で記憶しやすい大きさは小、大、中
の順番であった。形状を順位付けさせた結果（表 6）
では、正八面体と他の 2つの形状との間にそれぞれ
有意差が認められ、主観評価からも正八面体が最も
記憶することが難しいとわかった。また、正八面体
を記憶することに関して、形状のイメージが難しく、
大きさをイメージすることが難しかったという意見
が何点か見られた（表 7）。
  これらの結果から、正八面体の持つ形状の特徴が
正四面体と正二十面体の両方に似た性質を持ってい
るため、情報が複雑化し、形状をイメージすること
が難しくなる。これが、正八面体が正四面体や正
二十面体よりも記憶することを難しくさせる要因で
あると推測できる。
4.結論
　計測結果と主観評価の結果から、本研究に用いた
3種類の形状において、正八面体が最も記憶するこ
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とが難しいとわかり、形状の違いによって記憶しや
すさや記憶する際の手がかりにする要素が異なると
いう触覚記憶の特性が明らかとなった。さらに、感
情度の評価結果から、楽しさを感じる触覚教材とし
て、触覚記憶を要する課題は有効であることが示唆
された。今後は本研究の結果を踏まえた上で、視覚
障害者を対象とした実験を行う必要がある。  


